












































































































視しているディスプレイ上の座標（pixel）である。打 情報は打 時もしくは離 時に、視線情報は
9Hz周期で記録する。視線計測装置としては、非接触型かつ 90Hz周期での視線計測が可能な Tobii社












































表 1は、対象者 6名 A ～ Fの学習レベル、学習年数、経験歴、所有楽器等の表である。学習年数は、
成人（20歳）後のピアノ学習年数をさし、経験年数は成人までのピアノ学習年数をさす。6名の共通
点は、女性であること、月 2回定期的にピアノ学習を継続していることである。また、平均年齢は
74.5歳、平均学習開始年齢は 69.83歳、平均学習年数は 4年 6か月である。なお、この対象者たちは、







る 4）。対象者 B・D・Eが使用するスタディ１～４は成人用ピアノ教本の『大人の Piano Study』のこ
とである 5）。対象者 Cは古典派のソナチネが弾ける程度で、6名の中では突出している。対象者の所
有楽器は、アップライトピアノが 4名で、電子ピアノが 2名であった。そのうち Cと Fは、それぞれ
シニアになってから楽器を購入した。
表 1　対象者の内訳
年齢 学習教材 学習年数 経験年数 所有楽器
A 67 童謡・歌謡曲 63歳から 4年 なし UP
B 71
スタディ 2
滝本式併用曲集 68歳から 2年半 18歳から 2年 UP
C 71 任意のクラシック曲 60歳から 11年 12歳から 2年
18歳から 1年 UP
D 77 スタディ 4 72歳から 5年 なし DP
E 78 スタディ 1 74歳から 4年 なし DP
F 83
滝本メソッド









































































符であるため、右手に集中しやすいが、右手のド -ラ -ドの運指が 2-1-2ではなく 2-1-3であるため迷
いやすいと考えられた。また、3段目の左手 1～ 2小節目のソ -ド -レ -ミ -レ -ドは、5-2-1-2-1-2にして、
このあたりの 盤を這うような運指にすると、ナチュラルポジションに順次進行の指またぎと指くぐ




























































② 3 段目 3小節目左手 2拍目ド、4拍目ソ、4小節目 1拍目ソの運指番号が全て 1である点。
C
③ 3段目 1小節目左手ドレミレの運指 1-3-2-3が不自然に感じた。
④ 3段目 3小節目ファラド・ドミソの運指 4-2-1・5-3-1も疑問に思った。
D
⑤ 3段目、4段目は、左手のリズムに動きがある点。






②冒頭右手のソが 4指で始まり、次のミの 2をつい 1指で弾いてしまう。
③ 1段目 1小節目から次の小節への右手のミレドを 3-2-1指で弾いてしまいたくなる。
④ 1段目 3小節目～ 4小節目は右手が上行するのに左手は下行する点。
⑤ 3段目 2小節目右手 3拍目ソの運指が 5で、次のラも 5である点。










































指またぎ +指くぐり 1-2-1（2度 +2度）左手 1-3（2度）
④指くぐり 左手 4-1（2度）、3-1（2度）、
⑤指ちぢめ 左手 2-5で 3度（NPで 4度）、5-1で 4度（NPで 5度）
⑥ ポジションの
移動





実際は 3度以上開いた音程は 盤を確かめた箇所が多く、4度以上は必ず 盤を確認した。2-5の組み



















が出来る必要がある。楽譜 2には、右手のソ -ソのオクターブの音程を弾いている間に、左手のミ -
ドのNPの 3度音程を弾かねばならない。対象者Bも 3度のNPは 盤を見ながら弾いていた。そして、
この譜例 5の直前の小節の最後の音からずっと 盤を見ながら弾き、譜例 5に記した初めのラまで進
んだ直後に楽譜に視線を戻し、左手のドを弾くと同時に、次の小節の右手のソの 盤を探した。つま
り本来は、対象者 Bはブラインドタッチで 3度の NPが弾けると考えてよいであろう。
　③指広げ
初心者の場合、右手はあまりブロックコードを弾くことが少ないかも




もしれない。また、大楽節の終わる 8小節目と曲の最後は、楽譜 1と 2
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